
 

 

国 語 

§４ 学力検査問題の分析（正答表・分析等） 

１ 国語 

(1) 正答表 
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【
構
造
と
内
容
の
把
握
】 

【
精
査
・
解
釈
】 

【
考
え
の
形
成
】 

(2) 領域別正答率 

 

 

  

  

  

  

(3) 義務教育段階の傾向や課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、文章に表れているものの見方や考
え方を捉え、自分の考えを形成することに課題がみられる。 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問二 問六】 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係などを捉え、理解したこと 

に基づいて、自分の既有の知識や様々な経験と結び付けて考えを広げたり深めたりする力

をみる問題である。 

［解答までのプロセス］ 
① 問三で、本文において筆者がどのように「こと」を捉えているか、文章全体と部分と
の関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉える。 

② 問四で、本文において筆者がどのように「こと」と「もの」の関係を捉えているか、
文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係を捉えた上で、必要な情
報を整理し、内容を解釈する。 

③ ①、②を踏まえ、主張と例示との関係から、本文を読んで理解したことを知識や経験
と結び付け、表現する。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
第２学年〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ 読むこと (1) オ 
文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げ

たり深めたりすること。 
２ 解答の状況と分析 

問六の正答率は 1.5%、中間点の取得率は 17.2％であった。受検者にとっては、本文にお
いて筆者が考える「こと」と「もの」の関係について理解したことを、自分自身の経験と結
び付けて表現することが難しかったと考えられる。 

 

正答率 ( 1.5％) 
中間点  (17.2％) 
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(4) 中学校における今後の授業の在り方 

    ○ 授業実践例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

  この単元では、文章の構成や論理の展開を捉え（学習活動③④）、文章の精査・解釈によ

り理解したことや考えたことを他者と共有する（学習活動⑤⑥）ことで自分の考えを広げた

り深めたりする活動を行った。このように、文章を読んで理解したことや考えたことを知識

や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすることができるような学習活動の一

層の充実が求められる。 

 

(5) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、「現代の国語」や「言語文化」において、叙述を基に、構成や展開、内容を理解し（構

造と内容の把握）、書き手の意図、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容

を解釈する（精査・解釈）こと、さらに自分の考えを形成し、探究することを通して自分の考えを広

げたり深めたりすることが求められる。例えば、複数の文章や図表等を伴う文章を読み、理解したこ

とや解釈したことをまとめて発表したり、他の形式の文章に書き換えたりするなど、自分の考えを広

げたり深めたりしていくような学習活動の一層の充実が求められる。 
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